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第2 回 野外彫刻展
5月18日～26日

元渕江公園が
〝彫刻の杜〟に

区
で
は
、
う
る
お
い
ど
芸
術

性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、「
彫
刻
の
夸
家
裁
足
立
」

の
実
現
蓍
嫗
U

、
昨
年
か
ら

区
内
各
所
に
彫
刻
の
設
置
夲
妬

め
袤
卜鳶

彫
刻
の
設
置
は
、
ま
ち
づ
く

口
讒
動
の
一
つ
で
も
あ
り
。
テ

ー
マ
の
設
定
や
公
募
恆
E
か
ら

の
選
定
な
と
に
、
地
元
の
皆
さ

ん
に
積
俥
叨
に
か
か
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
求
罵

昨
年
公
募
レ
た
中
か
ら
選
ぱ

れ
咨
洙
が
惑
じ

、
設
置
を

待
つ
噛
胃
と
な
ひ
声
整一だ

。

(下
表
参
照
)

こ
の
入
賞
9
冫
管
大
選
作
1
0

体
(
模
型
)
煢

元
茵
怦
公

園
に
一
堂
に
集
め
、
第
2
回
野

外
彫
刻
展
聚
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
彫
刻
は
、
設
雁
百

れ
る
劼
匹の
皆
豕
ん
の
幕
向
を

十
分
反
睥
し
、
製
を
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
石
の

方
の
思
い
や
願
い
も
忝
わ
っ
て

ぐ
る
こ
こ
で
し
ょ
う
。

風
薫
る
一
日
。元
昌
江
公
園

で
彫
刻
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
`
)
い
っ
ぱ
い
で
耋
。

ま
た
、
来
年
度
の
第
1
回
野

外
彫
刻
展
は
、
区
制
6
0周
年
を

記
念
し
、
国
罫
的
な
彫
刻
展
と

す
る
予
定
で
す
。

彫
刻
ロ
ー
ド
(
仮
称
)

竹
の
塚
に

今
回
の
野
外
彫
刻
展
に
は
、

こ
の
ほ
か
「(
仮
称
)
彫
刻
ロ
ー

ド
」
に
設
置
于

る
彫
刻
3
体
も

展
示
し
ま
す
。

マ
小
泉
盤
}
扣

「
廖

▽
島
剛
作
『
C
h
i
m
n
e
y

』

(
煙
突
)
'

‘

▽
捐

碯

二
作
「
石
の
風
ご

「
彫
刻
ロ
ー
ド
」
は
、
彫
刻

の
求
ち
、
足
立
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
芸
術
性
の
高
い
彫
刻
を

集
中
的
に
置
く
も
の
で
す
。
1

分
ほ
ど
歩
く
哉

別
の
彫
刻
に

出
会
え
蜃
夢
曹
揃
し
て
い
ま

す

。竹
の
塚
四
丁
貝

擢

か
ら
三

丁
目
5
番
に
か
け
て
箍

澗

れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
が
そ
の

第
L
弾
と
河

蕃

す
。

作
品
は
、
い
ず
れ
も
国
内
の

若
恚
羂
作
家
の
製
作
に
よ
る

も
の
。
将
来
、
野
外
彫
刻
を
9

1
ド
す
る
作
品
群
と
な
三
y
に
E

が
、
「
彫
刻
ロ
ー
ド
」に
期
待
さ

れ
宋
罵

竹
の
筱
四
L
目
の
「
彫
刻
口
I

ド
」
は
、
年
内
に
は
完
成
す

る
予
尼
で
瓦

彫
刻
と
豕
5
な

み
が
一
体
と
し
て
驚
哭
れ
、

区
の
都
市
景
観
の
モ
デ
ル
と
も

な
る
こ
の
道
、
あ
な
た
の
散
策

路
の
一
つ
に
加
え
て
く
だ
さ

い
。

江北区民事務所宮城分室前に設置する
「( 未来への) 誓い 」

彫刻ロードに設置
する 「泉」

宮

城
の

〝
ふ

れ

あ

い
〟
の

シ
ン
ボ
ル
に

宮
城
町
会
長

千
葉

留
雄
さ
ん

宮
城
地
区
に
古
く
か
ら
咥
む

人
も
、
新
し
ぐ
来
た
方
も
、
と

も
に
仲
良
く
暮
ら
にた
い
と
の

思
い
か
ら
、
彫
刻
の
テ
ー
マ
は

ぶ
れ
あ
い

と
」汞
レ
た
。

設
置
場
所
は
、
公
園
も
考
兄

ま
レ
た
が
、
多
く
の
人
の
集
ま

る
区
民
事
務
所
前
が
、
テ
ー
マ

に
ふ
谺
わ
し
く
決
め
両
にた

。

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
誰
が

見
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
の
わ
べ

わ
か
ひ
ゃ
す
い
も
の
に
し
て
欲

し
い
と
圧
文
し
ま
r
だ

。

侯
補
の
ふ
体
の
中
で
は
、
錦

壓

兄

の
愕

割

テ
ー
マ
に
ぴ

っ
た
り
で
、
す
ぐ
に
決
ま
り
ま

レ

弓小
囂

褫

型
で
し

か
見
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
実
物
は
″に瓦
な

風
か
、
y
r
一
な
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
乙ぺ
れ
る
り
I
…
'、
今
か
ら
楽

匚
み

に
し
て
い
ネ
罵

こ
の
彫
刻
を
シ
ン
ボ
ル
に
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
が
一
層
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
求
T
。

昼
の
ひ
と
と
き
に
美
し
い
歌
声
を

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

お
昼
の
ひ
ぐ
こ
戛

区

役
所
の
庁
舎
を
利
用
し

た
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
ミ

ニ
ーコ
ン
サ
ー
ト
で
罵

な
つ
か
し
い
曲
、
お
な
じ

み
の
叨
气
之
号
薹
す

る
区
民
9
砠
グ
ル
ー
プ

が
、美
し
い
(
I
モ
ニ
ー

で
霤
兄
の
心
に
お
届
け

に
¥
ヂ
。お
誘
い
合
わ
せ

の
冫
刄
、
ザ
ひ

。杏
じ

く
だ
さ
い
。

日
時
5

月
2
4日
釡
)
、

午
後
O
時
叩
分
か
ら
2
0
　

分
間

場
所

本
庁
舎
(
千
住
)

玄
関
前

出
滬
口
体

▽
第
L
部
…

コ
ー
ル
・
N
A
G
A
T
　

〇

マ
第
2
部
…
月
光

合
唱
団

濱
奏
曲
目

ワ
第
L
部
・
:

ア
ニ
ー
・
ロ
ー
リ
ー
、

マ
マ
の
そ
ぱ
で
、
蓐
路

よ
り
、
荒
城
の
月
、
ふ

る
び
と

▽
第
1
邵
:

恵
示
を
ヂ
ー
マ
に
」だ

歌
謡
曲
の
メ
ド
レ
ー

「
花
の
惠
呂

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)・
文
化
振
興
係

昔
(
3
8
8
2
)

―
―

―
(

代
)

いよいよ5 月20日 オープン

西部障害福祉総合センター

心
身
障
害
者
の
総
合
訓
練
施

胆
と
し
て
、
谷
在
家
三
丁
皀

に
袿
護
し
て
い
た
西
部
障
害

襌
秕
総
合
セ
ン
タ
ー
か
蔑

し
、―
品
冐
か
ら
累
梟
を

始
め
零
歹
。

主
な
弔
業

▽
リ
(
ビ
リ
、
補
装
具
、
失

撥
鐸
曾
の
専
門
相
談

▽
絵
画
、
囿
醫
戸
の
各
種

講
習
会

▽
脳
卒
中
の
後
濱
鼕
と
に

よ
る
中
途
障
害
者
の
機
能

回
復
訓
練

▽
重
度
心
身
障
害
者
の
忠
砺

篦
罰

練

▽
心
身
障
害
者
の
福
祉
作
業

訓
練

こ
の
う
ちひ
(
卩
汀
訓
練

と
技
能
講
習
会
の
受
墮
棊

募
糂
整
¥チ

。

な
お
。西
部
障
害
異
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
伴

い
、
綾
瀬
撈
振
作
意
匹
薦

止
泌
ヂ

。

リ
ハ
ビ
リ
訓
練

通
所
者
を
募
集

対
象
1
5
歳
以
上
の
脳
血
管

障
害
者
等
で
リ
(
ビ
リ
訓

練
を
希
望
言
男

訓
練
内
容

理
学
療
法
、一言

砥
辟
芳

募
篥
期
間
i

月
2
0日
か
ら

隠

賎

抖
け

技
能
講
習
会

受
講
者
募
集

在
宅
の
障
害
者
の
方
で

、

各
種
の
趣
味
活
動
を
通
し

て
、牛
活
に
新
し
い
風
夸
呎

霪
崘
営
い
方
、
技
能
講
習

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

講
習
会
内
容
・
募
集
人
数
等

右
表
り
と
お
り

木
工
の
講
師
を

募
集

技
能
愚
笈
弓
整未
工
を
教
-

手
定
の
不
自
由
な
障
害
者
の

方
と
戸
畝
)に
、
楽
レ
必
ぷ

ら
日
曜
大
工
の
基
函
酌
な
技

盥
暹
苳
し
て
呉
き
る
万

を
畜
笂
じ
て
い
求
罵

時
間

毎
頌
豕
曜
日
の
午
後

場
所

西
部
障
害
獨
秕
総
合

セ
ン
タ
ー

募
集
期
間
y
月
2
0
B
～
2
4

い
ず
耻

申
込
・
問
合
せ
先
西
部
障
　

害
碣
秕
総
合
セ
ン
タ
ー
　
`

‘
(
1
)
0
6
3
2

所在地: 谷在家三丁目13- 1
　( 3853) 0632

西 部 障 害 福 祉 総 合 セ ン タ ー 　3853- 0632

東部障害福祉総合センター 　5682- 5370
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本庁舎( 千住) への
お問い合わせは……

( 3882) 1111 ㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは、
それぞれの電話番号(緑色)へ。

老
人
福
祉

在宅痴呆( ちほう) 性

高齢者ケア事業
利用者募集中

今
年
冫
月
に
開
所
寸
三
嵩
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

ざ
の
」
?
ほ
、
足
立
区
で
は

じ
め
て
の
在
宅
痴
呆
性
高
齢
者

ケ
ア
事
業
盾
'
男
に
¥畳
。

こ
の
事
業
は
、
痴
呆
性
高
齢

者
へ
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、高
齢
者
の
介
護
の
芫
実

、

自
立
し
た
牛
活
啻
叨
け
、
心
身

機
能
の
維
持
・
向
卜
憂

喫

と
y
E
)

に
、
家
族
の
身
体
的

、
精

神
的
な
労
苦
の
軽
苳

霊
凶
る
こ

冫

肓
昌

と
し
て
い
求
罵

こ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る

「
痴
呆
性
高
齢
者
デ
ィ
ホ
ー

ム

～
な
覡

蜀
栄
性
高
齢
者
中
・

短
期
間
入
所
(
ミ
ド
ル

ー
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
)

に
つ
い
て
は
、

別
に
募
糂
に
¥
チ

。

ま
た
、
従
来
よ
ひ
実
施
し
て

い
る

、
デ
ィ
ホ
ー
ム
忝

政

義

能
訓
練
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

、「
さ
の
」の
開
所
に
伴
い
、7

」月
か
ら
の
利
用
者
£
薫
集
し

孚

。

募
集
内
容
・
人
数
等

表
2
の

あ

り

申
込
・問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
こ
罕
稽
祉
係

表1　 高齢者在宅サービ スセンター

※ 痴呆 性高 齢者デ イホ ー
ム
事業 は、「 さの 」が足立 区全域 を 担当し ます 。

表2　高齢者在宅サービスセンター利用募集事業

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員

募
集
中

足
立
あ
い
あ
い
公
社
で
は
、

搜

笊

芳

々
の
協
力
で

、
お
ご

」エ
9

居
胯
に‥ゐ

、
自
宅
で
の

牛
活
に
手
助
け
が
必
鼕
な
人
々

に
、
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

曇
叺
し
て
い
宋
罵

こ
の
。あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
芦

は
酋
貝
制
で

「
ご
将
胼
ご
冫
し

の
助
け
合
い
」
黔
蹂
禾
と
し
て

い
ま
ま

。

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

(
協
力
会
員
)
は

、
手
助
け
を

苓
吁
た
い
方
(
利
用
会
貝
)
に

サ
ー
ビ
ス
奮

脛

じ

巫
J

。

公
社
ほ
、利
用
会
員
か
ら
莉

用
料
奮
卮
y
う
、察
刀
会
員

に
同
額
釁
鄲
礼
と
し
て
支
払
い

ネ
歹
。

現
在
、
足
立
区
全
域
で
こ
の

サ
ー
ビ
ス
念
天施
し
て
い
宋
す

の
で
、
関
心
の
ゐ
忝
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
あ
い
あ
い
公

社S
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

「
介
護
講
座
」

家
庭
介
護
の

コ
ツ

足
立
あ
い
あ
い
公
社
で
は
、

区
民
の
貨
兄
が
家
庭
で
の
介

護
に
関
心
と
笳
解
を
滯
め
、
地

域
で
役
立
て
て
い
た
5
岑
よ

う
介
護
講
座
登
開
催
一
に
¥
ヂ
。

日
時
6

月
1
0・
1
2・
1
4日

、

午
後
1
時
～
よ
唱
芬

場
所

産
業
振
興
館

対
象

杤
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
の
万
で

、
3
日
間
と
石

受

講
で
霤

男

講
師

斉
藤
い
し
氏
(

都
立
駒

込
病
院
外
来
相
談
)

ま
倆
4
0

人
(
申
込
多
数
の
場

台

猯
暹
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
『
介
護
特
別
講

應

と
明
記

申
込
期
限
5
月
2
4
吁
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
あ
い
　

あ
い
公
社
〒
1
2
3
西
新
#
2
　

1
U
卜
t

容
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

障

害
福

祉

今
月
は
福
祉

手
当
(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

廻

恚

、
廻

恚
(

経
過

慫
陬
分
)
受
給
者
の
万
は
、
今

月
が
定
例
售
傴
于
。
1
0日
ご

ろ
に
、
届
け
出
の
襲
晋
座
に

手
当
荼
U

込
み
ま
し
た
。
各

金
融
機
関
で
支
払
り
逗
好
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
支
給
分
は
平
成

3
年
1
月
～
4
月
裂
争
か
、

4
月
分
か
ら
裘
3
の
と
お
り
手
{

「
額
が
増
額
さ
れ
ま
レ
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)
。

障
害
福
祉
係

表3　 福祉手当( 国制度) の手当額改定一覧

相

談

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

お
近
ぐ
の
区
民
專
血
一
所
で
相

餮

寡

吁

亟
れ
る
、
年
金
出
張

相
談
奮
竹
つ
て
い
求
罵

当
a
は

、
足
立
社
会
保
険
事

務
所
の
年
金
専
門
官
に
よ
る

、

厚
生
盂

等
の
相
茫

鶯

呂

れ
ネ
歹
。

日
時
】
月
2
8
・
2
9
E
、
午
前
　

北
弧
芬
～
午
後
t
時

涓
所

西
新
井
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
霖

罹

蘖

昔
(
3
8

日
0
)
5
0
6
1

教
育
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
付
く
の
泓
澡
が
る
、一
丿
彙
が

遅
い

、
落
畚

冥

か

な
い
な
ど

芻
す
さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に

つ
い
て

、
専
門
の
相
談
員
が
相

談
刄

ひ

手

。

・
面
接
相
談

区
内
冫
刀
所
で
行
っ
て
い
ま

す

。
布
斑
く
の
相
談
室
鬢

に莉

用
く
だ
さ
い

。

受
付
日
時

第
2
・
圭

虚

日
、

日
曜
祝
日
を
除
ぐ
毎
R

、
午

前
9
時
～
午
後
i
時
(
土
曜

E
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

容
(
3
　
8
5
9
)
9
5
3
1

▽
綾
瀬
分
室
容
(
3
8
3
　

口
u
)
3
Q
u
8
n
O

▽
鹿
浜
分
呈

公
(
3
8
5
　
6
)
7
7
3
5

・

電
話
相
談

日
時

毎
週
月
曜
人

潅

日

、

午
前
1
時
～
午
後
5
時
(
受

付
は
午
後
t
時
迴
釜
で
)

電
話
世
万
昔
(
3
日
8
4
)
　
7
n

口
(
hり7

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
y

右

や
、
悩
ん
で
い
偸

整と

は

あ
9

唇

ん

か
。

次
の
保
育
園
で
は
、経
験
豊

享
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
亘
迴
一

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。お
子
さ

ん
の
y
こ
や
呎
筬
長
の
た
め

に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
の
笳

固

窖
寺
し
ま

す
。

実
揃
葆
育
菌
・
相
談
日
▽
興
　

野
保
育
薗
西
新
井
本
町
4
　

1
1
9
1
2
3
昔
(
3
日
9
0
)
　

3
2
0
囗
…
膃
臂
・
土
曜
　

日
▽
親
隣
館
保
育
園
梅
　

田
4
-
2
9
1
6
{
‥
一
(
3
8
　

日
9
)
3
8
6
0
・
・
・
毎
週
　

水
・
金
曜
日
▽
新
田
保
育
　

園
新
田
2
1
1
1
1
0
昔
　
　

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
・
・
・
　

毎
?
(
・
木
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　
～

午
後
i

時

相
談
方
法

蔬

帯

豈

留

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

当

勗

或
係

消

費

生

活

家
庭
用
は
か
り
の

無
料
検
査
と

調

整体
温
訂
、寓
淦
罸
、血
圧
計
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、キ
ッ
チ
ン

ス
ケ
ー
ル
。ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル

な
ど
家
庭
で
豕
p
れ
て
い
る
計

量
器
の
無
料
検
枩
篦
ま
す
。

業
務
用
計
量
器
は
除
さ
季
y
。

日
時
・
場
所

マ
5
丹
2
7
E
囲

盂

儼

セ
ン
タ
ー

マ
3
0
日

困
・
:
動
労
福
祉
会
館
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
t
時

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
日
0
)
5
3
8
1
n

第
1
5回
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

緑
豊
か
な
足
立
を

あ
な
た
の
カ
メ
ラ
で

緑
の
普
及
啓
発
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
行
っ
て
い

る
「
緑
の
写
真
コ
ン
タ
ー

汐

。あ
な
た
の
力
作
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
墨
藁

▽
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み
　

▽
平
成
2
年
1
月
か
ら
　
　

3
年
&
月
に
区
内
で
　
　

撮
影
レ
呂

作
未
発

表
の
作
品

マ
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

ッ
切
ひ
、
ふ
5
な
し

ヱ

人
で
何
点
で
も
応

募
で
忝
季
爻
入
賞

は
一
人
L
点
)

▽
ら
募
作
品
は
返
却
し

轟
兄

▽
入
賞
者
は
予
刀
も
提

出

賞

▽
最
罍
丙
…
1

点

▽一
秀
:
I
R

▽
入
選
…
1
0点

▽
胞
陌・・・
2
0点

募
集
期
間
5
　

鳳
曾
ふ
　

月
3
1日
必
着

応
募
先

本
庁

舎
♀
住
)
・

緑
化
係
、区

内
写
真
材
料

商
業
協
同
組

合
加
入
力
メ

ラ
店

問
合
せ
先

本

庁
舎
(
千
住
)
・
緑
化
係

酋
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
(

代
)

第14回推せん作品　金子孝造さん撮影

ま
ち
か
ど
通
信
ミ
ニ

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
も
拍
手

千
六
小
吹
奏
楽
部

先
月
、
ソ
ビ
エ
ト
の
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
大
軛
價
が
来
日
し

声
レ
こ

。こ
れ
を
記
念
し
て

、4

月
1
8日

、
代
々
木
第
二
体

育
館
で
蟒
p
れ

た
歓
迎
の
催
し

に

、
千
寿
第
六

小
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
蔘
加
。

九
段

小

学
校

(千
代
田
区
)

貧

も
に
見
事

な
演
奏
を
披
露

し
ま
に
た

。

作
曲
家
の
鈴

木
邦
彦
さ
ん
の

指
揮
で

、
両
校
約
1
0
0人
の
吹

惷
讖

貰

が
「
芦
し
い
夜
明

け
に「
ド
レ
ミ
の
歌
」奎

蜃
气

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
や
海

部
首
相
な
ど
、
出
席
者
か
ら

盛
大
な
拍
手
か

贇

れ
劣
し

た
。こ

の
日
に
向
け
狸

壑
亡
し

て
膏
だ

部
員
た
ち
か
ら
は

。

「
緊
張
し
贏
レ
ぶ
「
楽
し
か

っ
た
」
と
因
習

齧
に
一
役

か
っ
た
笑
み
が
こ
ぽ
れ
て
い

声

処

。

みんなでい っしょうけんめい演奏しました

初夏の施設見学会

花しょうぶが見ごろです

日
時
6

月
1
3・
1
4日
、い
ず

れ
も
午
前
9
時
叩
が
～
午

後
t
時
ご
ろ

見
学
籌
耿

し
ょ
う
ぶ
沼
公

園
、
恵
只
武
道
館
、
芹
畑

記
念
庭
園
、
中
川
処
察
踴

ほ
か

対
象

恫
涙
以
上
の
健
汞
な

区
内
在
住
の
方

定
員

各
E
冫
莇
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

費
用

無
料
(
昼
食
は
各
自

持
参
)

申
込
万
法

往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
香
号
、
見
学
希
望
亘
お

よ
ぴ
「
籌
馭
見
学
会
希
望
い

と
叨

記
(

往
復
(
ガ
キ
ー

枚
に
つ
き
L

人
)

申
込
期
払
限
5

月
M
U

消

印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　

♀
住
)
・
広
報
課
魯
　

(
q
χ
～
)
2
)
1

㈹

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
I
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

☆
春
の
植
木
ま
つ
り
5

月
1
8

・
1
9日
、正
午
卜
午
後
8

時
/
北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商

店
街
/
花
と
植
木
の
即
売

会
、
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
/

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
蘗

星

振
興
組
合

。(
3
R
8
2
)

【χ
Q
4
1

☆
青
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
あ

だ
ち
の
ゆ
め
を
語
り
ま
せ
ん

か
?
」i
月
2
6
旦
闕
午

後
L
時
1
7
時
/
青
年
セ
ン

タ
ー
/
食
事
代
緊
円
/
基
調

講
演
「ゆ
め
」
、分
科
会
「あ

だ
ち
の
ゆ
め
を
語
る
」/
足

立
区
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
　
`

一
(
a
)
o
T
6
-

6
屎

辺
(
夜
間
)
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道

路

・

す

ま

い

特
殊
建
築
物
の

定
期
報
告

建
築
物
の
中
で
も
劇
場
・
ホ

テ
ル
・
旅
館
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

病
院
・
学
校
・
共
同
住
宅
等
の

特
殊
建
築
物
の
所
有
者
・
管
理

者
は
、利
用
者
の
安
全
器
葆

レ
雇
ね

算
跨
梟
首
へ

こ
の
た
め
、
擂
鬻
簟
法
で

は
特
殊
建
築
物
の
所
有
者
・
管

理
者
に
対
し
。
専
門
技
術
者
に

よ
る
建
物
の
調
査
・
検
査
、
お

よ
ぴ
そ
の
結
果
濫
否
す
三
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。

平
成
3
年
度
の
報
t
冊
象
建

築
物
は
表
汰
と
お
り
で
す
。

報
告
書
等
提
出
・
専
門
技
術
者

等
問
合
せ
先

軸
恵
噐
蘊
吩

災
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
8
港
区
高

輪
2
L
1
5
-
1
9
高
輪
明
光

ビ
ル
ー
階

昔
(
3
4
4
日
)
　
0
8
8
8

㈹

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

建
築
課
事
務
調
輅
葆

表4　 定期報告の対象になる特殊建築物等( 平成3年度)

庄1. F ≧3 は、3 階以上の階でその用途に供する部分( l a) ㎡を超えるものに限る) を有するものを、A は、その用
途に供する部分の床面積の合計をそれぞれ示す。
2.新築または改築( 一部の改桑を除く) に係る建築物の報告時期は、検査済柾の交付を受けた直後の時朋を餘く。

都
営
住
宅
入
居

登
録
者
を
募
集

あ
き
家
・
新
築

地
元
割
当
分

こ
の
募
集
に
は
、
な

」う
1

年
間
に
予
想
さ
れ
る
あ
き
冢
の

入
量
苳
多
殄
じ
め
決
め
て

お
ぐ
も
9

こ
黻

と
が
あ
ひ

ホ
チ

。

募
集
脊
蘰
者
数

あ
き
冢

マ
第
F
種
一
般
世
帯

向
き
…
S
尸

▽
第
2
種
一

般
世
帯
向
き
:
7
2
尸

マ
第

1
種
単
身
者
向
き
・
:
―
戸

▽
第
1
種
単
身
者
向
き
…
6
　

戸
新
築

マ
第
1
種
一
般
世
帯
向

孝
・
7
戸

▽
第
1

種
一
般

世
帯
向
き
・
:
2
戸

用
紙
交
付
・
受
付
期
間
5
月
　

習
～
習

用
紙
交
付
擒
所

本
l

二

千

住
)
・
都
市
計
画
課
管
理
係
、

ま
石
づ
く
り
公
社
、
各
区
民

事
務
所

班
串
し
込
み
箟

算
?

、
詳
し

く
は

「
甲
し
込
み
の
し
お
り

」

を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
都
市
計
画
課
管
理
係

仕

事

と

経

営

初
心
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室

日
程
y
a
晟
甘
～
2
7
り
　

▽
7
月
9
日
～
1
1日

コ
ー
ス

▽
午
前
部・
:午
前
1
0
　

時
～
午
後
L
時

マ
午
後
部

…
午
後
1
時
卜
i
時

マ
夜

閧
部
:
牛
後
1
時
迴
7
9
　

時
讚

動
労
碣
秕
会
館

対
象

初
心
者
の
方

定
員

各
コ
ー
ス
印
人

費
用
9

千
円

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

望
百
、
コ
ー
ス
名
、
氏
名
、

電
話
番
脣
忝
明
記

申
込
期
限
5

月
2
4
E消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
」

〒
跏

綾
瀬
1
1
3
4
1
7卜
1
0
2

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
{
○

文

化

図
書
館
の

臨
時
休
館

中
央
図
書
館
は
、
館
内
改
修

工
事
(
主
に
I
階
)
と
、
館
庭

工
事
、
図
書
の
特
別
輅
理
の
た

め
、
臨
時
休
館
し
豕
す
。

ま
応
、
常
東
、
花
畑
、
江
北

の
各
図
書
館
も
、
図
書
の
特
別

整
理
の
だ
の
坏
郡
泌
手

。

休
館
期
間

表
余
y

お
り
　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
他
の
図
書
館
奮
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
R
}

表5　 休館の日程

「ルックi nあだち」

No. 45が完成

区
政
の
出
来
事
・
牙
宸
な
皆

麝

心
の
情
響
跖

芥
寸
三
稾
し

い
ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
・
l
n

韵

岩

に
の
第
4
5
号
が
完
成
し
、

区
の
出
先
機
関
、
金
融
機
関

、

大
型
店
な

ど
S
力
所
で
取
映
中

で

歹
。
貿

芦

覧
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
ご
冢
庭
で
叭
薬
し
ん

で
い
な
応
ぐ
た
め
寰
に
}出
し

も

し
て
い
ま
す

。

第
4
5号
の
内
容

「
異
業
種
交

笋

藍

壽

報
芦

貸
出
窓
口

情
報
公
開
課

字
　

住
・
中
央
本
町
の
蚤

庁
舎
内
」

磊

箴

の
楽
し
い
話
題
や
情
報

を
広
報
課
ま
で
お
寄
臂
ぐ
だ
さ

い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

広
報
課

見
つ
め
て
み
よ
う

あ
だ
ち
の
自
然

自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

今
年
の
目
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

は
、
星

、
野
鳥
、
草
花

、
小
動

物
・
昆
虫

、
窄
蒭
テ
ー
マ
と
し

ホ
歹
。
初
め
て
の
万
畆
大

歓
迎

で
罵

観
察
時
期

▽
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ン
ク
…
舂
、
夏
、
秋
、
冬

▽
バ
ー
ド
ー
:
6月
ぶ

月

、

1
0月
い
き
月

▽
草
花
・
:
6
　

月
F
9

月

マ
小
動
物
・
昆

虫
・
:
6
月
F
9

月

▽
ス
カ

イ
:
食

休
み

、1
2月

対
象

小
学
i
年
牛
以

上
の
区
　

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申
込
万
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番

号
、
職
業
(
学
校
名
、
学
年
)
、

参
加
し
た
い
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

名
豐
明
記

麈
事
前
説
明
会
・
講
演
会

資
料
配
布
や
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

9
徑
次
と
の
事
前
説
明
と
、

講
演
会
を
仔
い
零
y
。

日
時
6
月
5
日
(
水
)
、午
後
　

7
時
y
9
時

場
所

動
労
福
祉
会
館

テ
ー
マ
星
?
に
魅
せ
ら
れ
て

講
師

福
村
治
雄
民
(
竹
の
罹

宣

の
靫
χ
ん
)

・
天
体
観
望
会

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
参

加
者
に
'
実
際
に
厚
麥
見
な
一″

ら
、
舂
の
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
Q
配
明
を
し
豕
歹
。

日
時

巨
釘
冐
(
金
)
、
午
後

7
時
F
9
時

場
所

千
住
新
橋
緑
地
(
千
住

側
)

荒
川
探
鳥
会

鳥
た
ち
と
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か

初
夏
の
荒
川
に
怎
孛
呑
鳥

た
登
ぶ
繋
し
豕
y
。日
本
野

鳥
の
会
の
指
導
員
の
や
さ
し
い

説
明
黒
巧
、初
め
て
の
万
で

も
安
心
し
て
参
加
で
さ
豕
y
。

日
時
6
月
7
日
(
金
)
、午
前
　

9
時
～
1
1
時

観
察
場
所

荒
川
右
岸
(
千
住

側
)
、西
新
井
橋
―

里
(
橋
閧

燮

傴

所

西
新
井
橋
(
千
住

側
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

官
員
5
0
人
(
勧
堪
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
「
探
島
会
希
芦

と
明
記
。

自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
申
込
者

は
、
圄
じ
(
ガ
キ
に
「
探
鳥

会
希
芦

と
記
入

申
込
期
限
i

月
2
2匯
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
　
(
財
)水
と
緑
の
公
社

〒
1
2
0綾瀬
2
-
3
0
-
6

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

み
ん
な
で
行
こ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

趣
向
を
こ

ら
し
た
催

し
で
い
っ
ぱ
い
の

「
第
1

回
ふ
れ
あ
い
広
場

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
を
仔

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
い
で

く
だ
さ
い

。

日
程
5

月
2
7
日
I
6
　

月
2
日

福
祉
機
器
辰

▽
a
月
1
日
全
)
、午
　

後
1
時
～
4
時
▽
　

2
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
　

～
午
後
t
時

内
容

福
祉
機
器
の
展

示

、相
談

、血
圧
測
定
、

バ
ザ
ー
、手
作
り
品
の

即
売
、手
皀
コ
ー
ラ
ス

、

電

気
製
品
・
ガ
ス

器

具
・
電
話
機
等
の
相
談

な

と

場
所
・
問
合
せ
先
丙
稜
　

瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
　

ン
タ
ー
西
綾
瀬
4
　

j
[
『
y
卜
6
(
弘
道
小
学
　

校
前
)
豐
(
a
～
y
u
)
　
2
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意
欲
あ
る
女
性
を
待
っ
て
い
ま
す

第
8
期

あ
だ
ち
女
性
大
学

女
性
薫
贊
ま
く
環
燉
は
、

大
き
s
葦
じ
て
い
毒
歹
。
そ

の
中
で
、
い
か
に
自
分
β
レ
`

生
き
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い

る
の
?
ほ
な
い
で
し
よ
丐
か
。

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

女
件
問
題
に
対
す
l

韲

冢
霈

め

、
女
性
目
息

妬
え

、
社
会

参
画
u
て
い
く
'
にど
の
で
素
る

実
賎
力
夲
奪

フ
な
め
、
女
性
t
(

学
螽
澀
r

羊
T

。

期
間
a
月
4
日
～
u
月
1
0
E
　

(
宿
泊
奮

盲
め
全
2
3回
)

時
間

午
後
且

吸
双

了
&

時

茆
分

場
所

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

日
程
、
内
容

下
表
り
こ
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
夊
性

定
員
6
0

人
{
}
迴
)

費
用

無
料
(
な
F

拆

旧
費

用
5
千
円
程
度
、
書
籍
代
実

費
負
想

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
ラ

け
方
ナ
)
、
年

齢
、
職
業

、
電
話
番
号
、
希

{
倔

笛

、
安

隼

全
参
加
希

屏

と
明
記

申
込
期
限
i
月
習
忿
椨

※
子
育
て
中
り
姦
右
安
心
し

て
学
べ
る
ぷ
つ
、―
歳
以
上
学

齢
前
の
お
子
靡
な
裏
繋
が
り

」羊
子
。愬
柬
}
方
は
子
y
も

{
脱

名
(
フ
叺
刀
ナ
)
、
生
年
月

日
、
怜
翊
泰
申
し
込
み
(

ガ
キ

に
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い

。な
お
、

保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

趾

品
百

、
午
後
6

購
卯
が
か

ら
愕
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

女
性
嶇
台

セ
ン
タ
ー

〒
!
2
3梅
田
7
-
　
3
3
1
1
(

エ
ル
ソ
フ
ィ
ア
内
)

登
(
肖
)
5
2
2
2

第8期 あだち女性大学 日程表

消費者通信大学

〝暮らしっく

スク ール 〟

白
氓
で
学
習
し
、
提
肖
に
‥
だ

レ
ポ
ー
ト
奎
`
門
の
先
牛
が
添

削
指
導
1
1
る
、
帰

罰

の

『
暮

ら
じ
っ
く
ス
ク
ー
ル
い
第
2

期

蠹

諤
じ

手

。

今
回
は

、
日
々
の
牛
活

黔
さ

恚
i

な
方
面
か
Q
見
つ
め
直

し
、
真
に
礬
砂
寤
寐
と
は
何

か
を
岑
蛋
ヂ

。

時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
方

は
、ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
粲
畆

加
く
だ
さ
い
。

科
目
・
ス
ク
ー
リ
ン
グ
日
程

下
表
り
と
お
り

ス
ク
ー
リ
ン
グ
場
所

消
費
者

セ
ン
タ
ー

募
集
人
数

川
人
(
先
肴
唄
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

a
(
3
呂
)
肖

※ ス クーリ ング は 午後2 時～4 時( 12 月19日 は 午前10時～正 午) 。

情 報 コ ー ナ ー

青年センターの催し

若い教師と大学生のための
開発教育セミナー

国際理解のため、必要性が高まっ
ている開発教育とは何か、どのよう
に取り組めば良い かを学びます。
日時6月15日( 土) 。午後3時～5　
時

テーマ 開発教育とは何か
講師 重田康博氏( 国際協力推進協
会)

定員40 人( 先着順)
申込方法 電話

いっしょに子育て通信を
つくりませんか

子育てのことでこんなことを知り
たい、こんな体験を伝えたい。そん
な思いを 「子育 て通信」づくり に生
かしてみませんか。

日時5月24日( 金) 、午前10時～正　
午

対象 子育て中 のお母さん
費用 無料
申込方法 電 話

ホ ー ムビ デ オ に よ る
タ ウ ン ウ ォ ッ チ ン グ

ビデオ撮影のテクニックの基本を
マスターし 、地域 の映像資料を製作
し ます。
日時6月12・26日、7月10・24日　　
( 全4回) 、午後7～9時

定員40 人( 抽選)
費用 無料
申 込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、「タウンウ ォッチング希望」
と明記

申 込期限5 月28日消印有効
- いずれの講座も 一
場所・申込・問合せ先 青年センタ
ー 〒123 西新#1- 4- 17

B3890- 0061

ご覧ください
第35回
区民芸能大会

日時5月25日( 土) 、午前10時～午後5時
場所 梅田センター( エ ル・ソフィア内)
※ 出演者の受け付けは終了しました。
問合 せ先 足立区観光協会B3880- 5191

消費者センターの講座に
ご参加ください

暮らしの中の危険

日ごろなにげなく使ってい る防
虫剤や洗浄剤。「こんな使い方でい
いのか亅 という ような不安を持 っ
たこ とはありませんか。知ってい
ただきたい、身近な危険について
の講座です。
日程・内容 表1 のとおり
定員70 人( 先着順)
費用 無料

料 理 講座 「手 づ くり お や つ」

お 子さんとい っし ょにできる楽
しいおやつの作り方 と、安全な食
べ物について勉強し ます。
日程・内容 表2 のとおり

定員30 人( 先着順)
費用 材料費実費負担3000 円程度
※ お子さんの保育もし ます。希望
の方は、5 月25日までに申し込ん
でください。( 2歳以上。15人 まで) -
いずれも一

申込方法 電 話
場所・申込 。問 合せ先 消費者セ
ンターH3880- 5385

表1 「暮らしの中の危険」日程表

※ いずれも 午 後6 時30分 から。

表2 「手づくりおやつ」日程表

※ い ずれも 金曜日 、 午前10時～ 正 午

東京足立少年少女合唱団

第23期生 団員募集

歌うことが大好きで、熱心に練
習でき る人なら誰でも入団できま
す。素敵な仲間 と美し いハーモニ
ーとの出会いが待っています。
応募資格し>ジュニアクラス…小　
学2～4年生男女じ>シニアク　
ラス… 小学5 ・6 年生男女、中
学1 年生女子

希望者面接5 月19日( 日) 、午前
10時、渕江小音楽室( 練習場)

指導者 薬師 神武夫
費用( 月額) c> ジュニアクラス
… 1000円D シニアクラス…
250〔〕円 【>その他… 制服代

申 込力 法 申込用 紙に 記 入のう
え、面接日に保護者同伴でお い
でください

※ 申込用紙は、文化振興係、区内
小中学校、コミ ュニティー・文化
スポーツ公社各センターにありま
す。
問合せ先D 事 務局・薬師神 酋
3852- 3232( 夜間) D 本庁舎
(千住い 文 化振 興係113882　- 1111(

代)

区内をバスで
施設めぐり

―足立区観光協会主催―
日時6 月5 日( 水) 、午前8 時40　
分 本庁舎( ==F 住) 前集合

主 な見学先( 予定) し ょうぷ沼公
園、郷土博物館、炎天寺、都市
農業 公園ほか

定員4{ } 人( 抽選)
参加費 し?観光協会会員 … 1500円

C>会員以外… 2000円( いずれも
昼食付き。当 日現地で支払い)

申込方法 往復ハガキに申込者全
員の住所、氏名、年齢、電 話番号、
会員・非会員の別、「6 月の施設
めぐり希望」と明記( 1 枚に4 人
まで) 。重複ハガキは無効です。

申込期限5 月21日消印有効
申込・問合せ先 足立区観光協会
事務局 〒120 中央本町1- 17　
一1 中央本町庁舎・商工振興課
内03880 ―5191

楽 し い 夏 休 み に は
日光・塩原・上総湊へ

区民 の皆さんのご要望 にこたえ、
校 外施設を 夏休 みに一 般開放し ま
す。
昨秋新装オ ープンし た日光林間学

園は、霧降高原に近く。家族連れで
楽し めます。
塩原林間学園は、スポーツ、音楽、

野外活動等の合宿に適し た施設。
上総湊健康学園は、南房総の海に

近く、海水浴や釣りが楽しめます。
利用期間( 学校利用日等を除く) 7　
月21日～8月31日、ただし健康学　
園は8 月2〔〕日まで

対象 代表者が区 内在住・在動の方
し〉1室2 人以上( 未成年者だけ の
利用はできません) ひ健康学園は
1 室3 人以上

利 用料金( 1 泊) C> 使用料…お と

な… 1300円。子供600円C 〉食事料
…お とな1700 円、子供80( )円 冫 昼
食… 50〔〕円( 希望の方のみ。健康学
園は昼食の用意があり ませ ん)

申込 方法 往復 ハガ キに 利用 施設
名、代表者の住所、氏 名、電話番
号、利用人数、宿泊数を明 記( 1　
グループ1 枚)

申込期限6 月5 日消印有効
公開抽選6 月10日、午後2 時、本
庁舎( 千住) 6 階教育委員 会室

当選者受付6 月29日。産業振 興館
(返信用はがきに指定し た時間)

※ 空部屋のあ る場合は、7 月5 日か
ら電話または窓口へ。
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・校
外学園係

H3882- 1111 〔代〕

あだちの文化財展講演会

庶民の祈りの世界
足立区には。先人たちの遺した

文化財がたくさんあります。 その
中から、昔から人々のひたむきな
願いが込められた信仰関係の貴重
な資料を多数展示し ています。
この企画展示の一環とし て、 庶

民の祈り のようすや暮らし など、
わかりやすく解説する講演会を閧
催し ます。
日時5月26日( 日) 、午後2時～
講師 宮本袈裟雄氏( 武蔵大学教
授)

定員120 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 電話
場所・申込・問合せ先 郷土博物館

' 113620- 9393

女のフリースペース
〝豊かな 性〟を 考える

自分のからだのことだから、生
き方に関わることだから、もっと
大切にし たい 性゙。。
性のことを自然なかたちで語り

あい、考えてみませんか。男性の
方もぜひどうぞ。
日時5月23日( 木) 、午後6時30　
分～8時3{ }分

ゲスト 細川え み子氏( 医 師)
費用 無料
申込方法 電 話または直接窓口へ
場所・申 込・問 合せ先 女性総合
センターD3880- 5222

A ・240, 000


